


「建設DX」の話を、
もう何社も聞いてきました。
ですが・・・今回は一味違うと
自信を持ってお伝えできます。

今回ご登壇いただく株式会社KK Generationには、正直、少し驚きました。

私は株式会社船井総合研究所で、この業界の経営支援に長く携わってきました。
特にこの１年、数えきれないほどのAI活用を見てきました。

しかし、実際の現場に入ると、
・結局使われない
・精度が低い
・一部の人しか使えない
・「で、利益は？」で終わる
こうしたケースが非常に多いのです。

だから私は、最近こう考えていました。
「建設業界の本格AI化は、 もう少し先だな」と。

ところが、株式会社KK Generationの話を聞き、
実際のデモを見たとき、

これは、“次の段階”に入ったかもしれない。

そう感じました。
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今回、セミナーでご紹介することを具体的にお伝えすると・・・

①設計図書をアップロードするだけで、数量拾い・見積作成が瞬時に完了

②仕様が不明確な場合も質疑応答や自動想定も可能となった

今まで人が何日もかけていた「数える仕事」を、AIが一瞬でできるようになった。
人手不足でも、早く・正確に見積が出せる時代が来た。

AIが「書いてあることだけ」ではなく、「たぶんこうだろう」まで考えられるようになった。
だから、実際の現場みたいな“あいまいな仕事”にも使えるようになってきた。



③図面チェックを効率化：図面をインプットすると、
チェック項目毎に検図結果をその根拠を図示しながらすぐに回答

④概算見積の精度アップ：
新規物件の図面/条件を入力すると、類似図面+見積書のセットを出力

ベテランしかできなかった図面チェックを、AIが理由つきで教えてくれるようになった。
ミスを減らしながら、若手でも安心して仕事ができるようになる。

AIが「前に似た仕事」を探してくれるので、見積の間違いが減る。
経験が少ない人でも、ベテランに近い判断ができるようになる。



⑤複雑な非住宅案件に対応力がつく
 ⇒ オフィスボリュームチェックの活用例:
    元図面に設計条件を入力すると、自動で図面生成・見積を作成

⑥ついに出来るようになった：図面からの３D化を自動生成

「こんな建物にしたい」と伝えるだけで、AIが図面や見積を作ってくれる。
むずかしい建物でも、早く提案できる会社が強くなる時代が始まった。

平らな図面を入れるだけで、立体の建物データを自動で作れるようになった。
これまで大変だったBIMづくりが一気にラクになり、今後のBIM対応化にも
順応していける視野が広がる。



さて、ここまでの実例を見て、
こんな風に感じた方もいらっしゃるかもしれません。

「紹介していたのは、 大型案件や複雑な物件ばかりでは？」

複雑な非住宅案件でここまでAIが動き始めているということは、
もっとシンプルな業務は、もっと早く、もっと実践的に、AI活用できる可能性が高い。

ということを、印象的にお伝えしたかったというのが意図でございます。

たとえば新築戸建て。
図面ルールが比較的統一されている、商品仕様が決まっている、
過去事例が多い、業務フローが標準化されている。

それがゆえに

地域工務店、ビルダー、リフォーム会社、設計事務所にまで、
一気に広がっていく可能性がある。
私たちは、そう考えています。

皆様を取り巻く、人不足やスキル問題は
“人を増やして・お金を投じて解決する時代”ではなくなっています。

だからこそ必要なのは、「少人数でも回る仕組み」です。
AIは、そのための“現実的な武器”になり始めています。
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今回のセミナーでは、

AIで何ができるのか？
どこまで現実的なのか？
自社では何から始めるべきか？
どの業務が最も効果が出やすいのか？

まで、できる限り具体的にお話しします。

ぜひ、「AIはまだ先の話」と思っている方ほど、ご参加いただきたいと思っています。

なぜなら——数年後、
私たちの業界では、
「AIを使う会社」と、「AIを使わない会社」で、
利益構造そのものが変わっている可能性が高いからです。

その最初の分岐点が、今かもしれません。

オンラインでお会いできることを、楽しみにしております。




